
 公助から自助・共助へ
　→ 「防災は行政がやるもの」という意識から、「地域で支え合う」時代へシフト。

 一方的な啓発から、共創へ
　→ 住民が主体となる防災教育の仕組み作りが必要。

 高額な教材・展示物が使われない課題
　→ 一度導入しても活用されない、維持が難しいケースが増加。

 防災教育の持続可能性が課題に
　→ 費用をかけた一過性の取り組みではなく、地域ごとに継続できる防災教育を提案。

地域が主体となる防災教育を共に設計 
→ 「作られたものを使う」から、「地域が作るものを使う」へ 　
→  防災コンテンツの制作指導 を行い、地域の人が「自分ごと」として防災教育を作成。

最新技術 × これまでの防災教育 　
→ 住民の経験や伝承を VR/ アプリに落とし込み、 伝統と最新技術を融合
→ 例えば、津波の避難経路を 3DCGで再現し、リアルな訓練を可能に。

費用と時間を無駄にしない 　
→ 地域が制作したコンテンツを 長期的に運用可能 　
→ 「年 1回の防災訓練」ではなく、日常の防災教育として継続的に利用

【今、社会が求める防災教育とは？】

【私たちが提供できること】



地域に合わせた防災教育を、共に創る。

VRやデジタル技術を活用し、現場の知恵を活かす。

一過性の展示や教材で終わらせず、継続可能な仕組み提供。

 「防災 × ビジネス」の視点で、持続可能な防災教育を実現。
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